
 

 

 

 

 

 

 
 

工夫１ 導入の工夫 

  ・導入では、実際に自分たちが学級目標を立てた時の思いや願いを想起させることで

自分自身の問題として捉えさせ、教材につながるようにする。 

 

  工夫２ 教材提示の工夫 

・場面絵をモニター画面に映し、教材文を読むことにより、視覚的に捉えやすくする

ことで教材への興味・関心を高める。 

・教材文を前半と後半に分けて読みきかせを行い、場面      

をしぼって深く考えさせ、多様な意見を引き出す。そ 

れぞれの場面での登場人物の気持ちに共感することで   

自分自身の問題として捉えて向き合い、考え、議論す 

る。 

 
 

  ・お互いの意見をしっかりときき合う「きき合い活動」

の充実を図ることで、相手のことを考え、自分と違

う意見でも大切にできるようにする。「きき合い活

動」として、「あいうえおの約束」を作成し、学校全

体として取り組む。 

 

 

〇ＫＪ法を取り入れた「きき合い活動」 

・提案授業の中心発問では、グループでＫＪ法を取り 

入れる。活動を通して、多様な感じ方や考え方に接し、

多面的・多角的に考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 特色ある道徳教育推進校 

匝瑳市立須賀小学校 

研究主題 

「自己の生き方について考えを深め、よりよく生きようとする児童の育成」 

～自分を見つめ、主体的に考え、議論する道徳科の授業を通して～ 

取組１ 指導方法の工夫 

取組２ きき合い活動の充実 

主な成果と課題 

○教材提示の工夫により、教材の理解を深めることができた。 

○「きき合い活動」に重点をおいて取り組んできたことによって、児童が自分の考えと

友達の考えを比較しながら話をきくことができ、多様な考えに触れ、考えを深めるこ

とができた。 

●「きき合い活動」をさらに充実させるためにどのような手立てが有効なのか、ＩＣＴ

機器の活用方法も含めた教材研究が課題。 
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 ＜学習指導案＞ 

匝瑳市立須賀小学校 ３年１組 道徳科学習指導案 

令和４年１１月２２日（火） 

１ 主題名  

楽しい学級を作ろう  

Ｃ－（１５）よりよい学校生活、集団生活の充実（県の視点「つながる未来」） 

 

２ ねらいと教材 

   ねらい「教材について考えることを通して、笑顔がいっぱいの学級のよさに気付き

みんなで協力し合って楽しい学級をつくろうとする心情を養う。」 

  教材 「えがおいっぱい」 （出典「はばたこう明日へ」教育出版） 

   

３ 主題設定の理由 

 （１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方（指導観） 

 本時の学習を通して、明るく活気あふれる笑顔いっぱいの学級をみんなで協力し合

ってつくろうとする心情を養いたい。導入では、実際に「自分たちが学級目標を立て

た時の思いや願い」を想起させ、本時の教材を身近な問題として捉えることができる

ようにする。前半では、「えがおいっぱい」になっていない学級を見て、どうしたらよ

いか悩むあおいの気持ちに触れ、共感させたい。中心発問では、学級会であおいがど

のような思いで、今の学級は「えがおいっぱい」になっていないと思いきって言うこ

とができたのかについてグループで考える。「きき合い活動」を充実させるためにＫＪ

法を用いる。自分の考えを書いた付箋紙をもとに、グループで互いの考えを伝え合う。

自分の考えと友だちの考えを比較しながらきき合うことで、多様な感じ方や考え方に

接し、互いの考えに共感したり、対話したりしながら、多面的・多角的に考えること

ができるようにする。 

後半では、みんなで話し合って「えがおいっぱいせんげん」が完成した時のあおい

の気持ちに触れ、みんなで協力して話し合うことで、学級が「えがおいっぱい」にな

り、これから協力していこうと決意したことに共感できるようにする。終末では、本

時を振り返り、自分の学級を「えがおいっぱいの学級」にするにはどうすればよいか

考え、自分自身の問題として深く考えることができるようにしていきたい。 

 

（２）児童生徒のこれまでの学習状況や実態と教師の願い（児童観・児童の実態） 

明るく元気な児童が多い。休み時間には、外で元気に鬼ごっこやドッジボールを男

女で楽しく行っている。しかし、その遊びの中でのけんかやトラブルも多い。ルール

を守らない友達に強く言ったり、自分の意見を押し通そうとしたりして自分たちだけ

では、なかなか解決できずに教師に相談してくることもある。また、掃除や当番活動

には意欲的に取り組むことができている。リーダー性のある児童が声をかけ、みんな

で協力して行おうとする姿も見られる。事前調査の結果から、「協力」とは、誰かを

助けたり、手伝ったりすることであると考えている児童が多く、「何かをみんなで行

うこと」を協力と考えている児童は少ないことがわかった。そこで、友達との関わり

を通して、他者への思いやりや、さらに明るく活気あふれる楽しい学級をみんなで協

力し合ってつくろうとする心情を養いたいと考えた。 

授業実践事例 



（３）使用する教材の特質やそれを生かす具体的な活用方法（教材） 

教材文の読み聞かせをする際、場面絵をモニターに映しながら読み聞かせをすること

で教材の内容をじっくりと味わわせ、教材文の理解を深める。展開では、あおいの気持

ちについて深く考え、児童から多様な意見を引き出すために、教材文を前半と後半に分

けて読みきかせる。 

４ 展開 

過程 学習活動と主たる発問・ 

予想される児童の反応 

支援及び指導上の留意点 

（○評価の視点） 

導入 

（２） 

 

 

 

 

１ 自分たちの学級目標を考えた時

の気持ちを振り返る。 

〇どのような学級にしたくて学級目

標を立てましたか。 

・楽しいクラスにしたい。 

・仲の良いクラスにしたい。 

２ 教材「えがおいっぱい」の前半を

きき、話し合う。 

○休み時間にけんかする男の子たち

やこそこそおしゃべりをする女の

子たちを見て、あおいはどんなこと

を思っていたのでしょう。 

・どうしてけんかばかりするの。 

・学級目標をみんなで決めたのに、 

これでは笑顔じゃない。 

・なかよくしてほしいな。 

◎あおいはどのような思いで、思いき

って言うことができたのでしょう。 

・もっと楽しいクラスにしたいな。 

・このままじゃいけない。 

・学校の生活がおもしろくなくなっ 

ちゃうから、思い切って言おう。 

・えがおいっぱいのクラスにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自分たちの学級目標はどんなこと

を思い立てられたのか。」を想起さ

せることで自分自身の問題として

捉え、教材につながるようにする。 

・場面絵をモニターに映しながら読み 

きかせする。 

・あおいの学級の目標を確認し、より 

よい学級を目指してみんなで協力

して作り上げたことを再認識でき

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

・学級のみんながびっくりしたことに

触れ、集団に関わるような問題とな

ると切り出しにくいものであるこ

とに共感させる。そして、あおいが

あえて発言した思いを考えさせる。 

・自分の考えを付箋に書くことで多 

様な考えを引き出すことができる

ようにする。 

個別に支援が必要な児童への手立て   

 どのようなことが書きたいのか尋

ね、どのように書いたらよいか具体的

に示す。 

・４～５名のグループでＫＪ法を活用

し、自分と友達の意見を比較しなが

ら「きき合い活動」を行う。 

○友達の考えにふれ、笑顔いっぱいの

学級をみんなで協力し合ってつく

ろうとする大切さについて、多面

的・多角的に考えることができてい

るか。（観察・発表） 

展開 

（３８） 
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３ 学級全体で考えを共有する。 

・もっと楽しいクラスにしたいな。 

・このままじゃいけない。 

・思いきって言おう。 

・えがおいっぱいのクラスにしたい。 

４ 教材「えがおいっぱい」の後半を

きく。 

○あおいが思いきって言ったことで、

学級のみんなはどうしましたか。 

・みんなで話し合った。 

・みんな同じ気持ちになった。 

・みんなえがおになった。 

５ 本時の学習を振り返り、今後の自

分の在り方についてワークシート

にまとめる。     

○自分の学級をよりよい学級にする

にはどうすればよいでしょう。 

・みんなで協力して考える。 

・よくないことはきちんと伝える。 

・代表グループの発表をきき合い、さ

らに多面的・多角的に考えることが

できるようにする。 

 

 

・みんなで協力して話し合うことで学

級が「えがおいっぱい」になり、こ

れから協力していこうと決意したこ

とをおさえる。 

 

 

 

○よりよい学級をみんなで協力し合

ってつくることの大切さについて、

自分との関わりで考えることがで

きているか。（発表・ワークシート） 

・今日の学習を振り返り、今後学級を

よくするために、自分たちができる

ことについて考え、実践に向けての

意欲を高める。 

終末 

（５） 

５ 他の教育活動との関連 

＜授業の様子＞ 

（１）板書 

（２）児童生徒の様子 

 ＫＪ法を取り入れたことによって、全員が参加するきき合いをすることができた。 

また、多様な感じ方、考え方にふれることができ、自分の考えを深めることができた。 


